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平
成
２５
年
度
３
月
定
例
会
は
、
４
日
か
ら
２１
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
題
は
、
条
例
の
制
定
７
件
、
条
例
の
一
部
改
正
１１
件
、
規
約
の
変
更
３
件
、
補
正
予
算
５
件
、
当
初
予
算
６
件
、
協
定

の
変
更
１
件
、
町
道
の
路
線
の
認
定
・
廃
止
各
１
件
、
人
事
１
件
、
報
告
６
件
、
合
わ
せ
て
４２
件
の
審
議
を
し
ま
し
た
。
な
お

議
案
審
議
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
一
般
質
問
は
１２
名
が
登
壇
し
活
発
な
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

−　２　−

３月議会定例会

　

予
算
総
額
は
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

８９
億
３
０
０
０
万
円
で
、
昨
年
の
９３
億

６
５
０
０
万
円
に
比
べ
４
億
３
５
０
０

万
円
（
４.６
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
を
背

景
に
、
町
税
の
伸
び
は
見
込
め
ず
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
歳
出
に

於
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
医
療

費
等
の
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
や

生
活
環
境
道
路
の
整
備
、
教
育
施
設
を

中
心
と
し
た
既
存
施
設
の
老
朽
化
に
伴

う
修
繕
工
事
等
に
よ
り
財
政
需
要
は
拡

大
す
る
傾
向
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
創
意

と
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
活
力
と
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
事
業
効
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
賛
成
多
数
可
決
）

総務費

・庁舎排水設備改修工事 …………………２，７００万円

・シルバー人材センター業務委託 ………１，７４５万円

・不動産鑑定業務委託 ……………………１，１７４万円

民生費

・こども医療費中学校修了まで …………８，６４６万円

・児童手当 …………………………… ５億２，３７１万円

衛生費

・川角地区コミュニティ広場整備 ………１，５００万円

農林水産業費

・震災対策農業水利施設整備事業 ………１，５６０万円

土木費

・下川原地内葛川周辺整備事業 …………２，７６６万円

・武州長瀬駅北口周辺地区整備 …………５，５００万円

教育費

・教育センター屋上防水修繕工事 …………４６２万円

・光山小学校消防放送設備改修事業 ……３，３２７万円

・川角中学校武道場改修事業 …………… ５，０００万円

・毛呂山中学校プール設備改修工事 ………７７１万円

・大類グラウンド土地購入費 ……… ２億１，０８２万円

・体育施設等改修工事 ………………………５０３万円

平成２５年度事業の主な内容

一般会計予算
８９億３，０００万円

（前年比４．６％の減） 一
般
会
計
予
算
可
決

町
立
ゆ
ず
の
里
保
育
園
が
開
園
し
ま
し
た
。
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平成２５年度
　
　
　
　
　
　
藤
岡
健
司
議
員

　
９０
年
代
以
降
の
長
期
不
況
と

１０
年
以
上
の
所
得
の
減
少
は
、

子
育
て
世
帯
の
生
活
を
苦
し
め
、

生
活
・
労
働
・
子
育
て
の
ど
の

面
で
も
、
親
の
不
安
・
ス
ト
レ

ス
が
高
く
、
社
会
的
孤
立
も
進

行
し
て
子
ど
も
の
虐
待
も
絶
え

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
親
の
雇
用
破
壊
で

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
子
供
の
貧
困

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
で
、
就
学
や
生
活
環
境
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
教
育
に
つ
い
て

は
、
町
も
よ
く
や
っ
て
い
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
教
職
員
の
多

忙
化
や
い
じ
め
や
不
登
校
や
教

育
の
か
た
よ
り
な
ど
、
こ
れ
は
、

社
会
的
な
現
象
の
影
響
も
あ
り
、

一
朝
一
夕
に
は
解
決
し
ま
せ
ん

が
、
国
の
推
し
進
め
る
教
育
改

革
に
は
反
対
で
あ
り
ま
す
。
町

民
は
、
深
刻
な
不
況
で
多
く
の

方
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
、
苦
し
ん
で
い
る
時
で
あ
り
、

こ
う
し
た
方
々
の
生
活
を
守
る

こ
と
を
、
よ
り
重
点
を
お
き
、

予
算
配
分
を
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
岡
野
　
勉
議
員

　
国
民
所
得
は
１０
数
年
、
減
少

の
一
途
、
そ
の
額
は
給
与
所
得

者
で
一
人
当
た
り
７０
万
円
に
も

及
び
ま
す
。
こ
の
主
な
原
因
は
、

国
の
進
め
た
﹁
行
財
政
改
革
﹂

に
あ
り
、
各
自
治
体
に
あ
っ
て

は
個
人
町
民
税
の
減
少
を
招
き
、

予
算
規
模
を
縮
小
さ
せ
て
い
ま

す
。
平
成
２５
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
を
念
頭
に
３
月
議
会
一

般
質
問
で
は
、
約
半
数
の
議
員

が
﹁
安
定
し
た
雇
用
と
生
活
の

向
上
﹂
を
願
い
﹁
企
業
誘
致
﹂

﹁
観
光
資
源
の
有
効
活
用
﹂
に

質
疑
が
集
中
し
、
町
政
へ
の
期

待
と
進
捗
を
質
し
ま
し
た
。
尚
、

本
予
算
は
町
立
３
園
体
制
を
２

園
体
制
に
す
る
も
の
で
全
町
バ

ラ
ン
ス
あ
る
﹁
子
育
て
支
援
﹂

に
疑
問
が
残
り
ま
す
。
ま
た
本

町
は
臨
時
職
員
︵
非
正
規
︶
の

割
合
が
高
く
特
に
保
育
・
教
育

現
場
で
改
善
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
過
度
な
経
費
削
減
は
、

安
定
雇
用
︵
若
者
に
夢
と
希
望

を
！
︶
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
き
た
し
指
定
管
理
者
の
あ

り
方
な
ど
、
十
分
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
毛
呂
山
町
議
会
は
、
平
成
２４

年
１２
月
定
例
会
に
お
い
て
、﹁
毛

呂
山
総
合
公
園
及
び
毛
呂
山
町

体
育
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
﹂
町
長
の
提
案
理

由
の
な
か
に
﹁
効
率
的
な
運
営

と
経
費
の
節
減
﹂
を
図
る
た
め

と
説
明
が
あ
り
、
賛
成
の
議
決

を
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
当

該
の
指
定
管
理
者
よ
り
﹁
次
期

の
指
定
管
理
者
指
定
辞
退
願
﹂

が
提
出
さ
れ
、
町
は
受
理
し
た
。

　
今
日
ま
で
の
経
過
の
中
で
、

一
般
社
団
法
人
毛
呂
山
町
体
育

協
会
か
ら
平
成
２４
年
度
の
赤
字

決
算
見
込
み
の
報
告
が
あ
り
、

本
町
議
会
は
今
事
件
に
至
っ
た

経
緯
及
び
詳
細
な
報
告
を
求
め

て
き
た
が
、
そ
の
明
確
な
説
明

が
今
日
ま
で
な
い
。
更
に
平
成

２５
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

体
育
施
設
に
対
し
、
町
直
営
の

予
算
計
上
が
さ
れ
て
い
る
。

　﹁
議
決
権
﹂
は
議
会
の
持
つ
権

限
の
中
で
最
も
本
質
的
、
基
本

的
な
も
の
で
あ
り
、
議
会
の
存

在
目
的
か
ら
第
一
に
も
挙
げ
ら

れ
る
権
限
で
あ
る
。
そ
の
議
案

に
賛
成
し
た
議
会
及
び
住
民
に

対
し
、
次
期
議
会
の
定
例
会
ま

で
に
は
行
政
責
任
の
明
確
化
を

含
め
、
十
分
納
得
の
い
く
説
明

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
議
会
と

行
政
は
車
の
両
輪
で
あ
り
、
信

頼
関
係
で
運
営
し
て
い
る
。
よ

っ
て
本
町
議
会
は
行
政
側
、
特

に
今
事
件
で
的
確
な
判
断
を
怠

っ
た
議
案
提
出
者
の
町
長
に
対

し
、
今
後
議
会
の
議
決
を
要
す

る
議
案
に
つ
い
て
は
十
分
な
見

識
の
上
に
立
ち
、
今
回
の
よ
う

な
こ
と
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い

よ
う
最
善
の
注
意
を
図
る
と
共

に
、
町
民
に
不
信
を
抱
か
せ
な

い
よ
う
信
頼
の
お
け
る
町
政
運

営
を
求
め
る
。

　
以
上
決
議
す
る
。

平
成
２５
年
３
月
２１
日

毛
呂
山
町
長
　
井
上
健
次
　

様

　
　
　
　
　
　
毛
呂
山
町
議
会

た
だ

一
般

会

計

討

論

反

対

発

議

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

信
頼
の
お
け
る

町
政
運
営
を
求
め
る
決
議

川角交差点右折帯が完成
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平 度成 年２５

介護保険特別会計国民健康保険特別会計

歳入歳出１９億１，７９１万円（６.３７％増）

　高齢者が安心して暮らせるために介護予防を推進。

◎主な歳入・歳出
○歳入
　支払基金交付金

５億３，５２９万円
　保険料

４億１，３２２万円

○歳出
　保険給付費

１８億３，３６３万円
　地域支援事業費

３，４２６万円
（賛成多数可決）

歳入歳出４４億６，６５４万円（０.４２％減）

収益的収入及び支出

　国民健康保険は、被保険者の疾病、負傷、出産等

に対し必要な保険給付を行い被保険者の健康を支え

ています。

◎主な歳入・歳出
○歳入
　国民健康保険税

９億３９万円
　国庫支出金

９億４，２８６万円
　療養給付等交付金

２億１，９２４万円
　県支出金

２億２，５１６万円
　共同事業交付金

５億５，９７０万円

○歳出
　保険給付費

２９億８，５６０万円
　後期高齢者支援金等

５億９，１６４万円
　前期高齢者納付金等

２７万円
　介護納付金

２億４，２８３万円
　共同事業拠出金

５億７，２３６万円
（賛成多数可決）

歳入歳出３億２８２万円（４.９７％増）

　埼玉県内の全市町村が加入している埼玉県後期高

齢者医療広域連合と市町村が連携し事務を行ってい

ます。町では受付窓口業務と後期高齢者医療保険料

の徴収業務を担当しています。

◎主な歳入・歳出
○歳入
　後期高齢者医療保険料　　　　２億２，５５４万円
○歳出
　後期高齢者医療広域連合納付金　２億８，５３４万円

（賛成多数可決）

　収益的収入　　　７億５，８０３万円

　収益的支出　　　７億２，９００万円

　損益勘定　　　　　　１，９８７万円の純利益

資本的収入及び支出

　資本的収入　　　　　　　９３万円

　資本的支出　　　４億４，４６０万円

　収入額が支出額に対して不足する額４億４，３６６
万円は補填財源をもって補填する。 歳入歳出２，７８９万円（０.０５％増）

　農村地域における生活環境の整備と河川や用水路

などの水環境の保全を目的とした事業。

◎主な歳入・歳出
○歳入
　一般会計繰入金　　　　　　　　　２，１１４万円
○歳出
　事業費（委託料等）　　　　　　　　１，１１８万円

（全員賛成可決）

◎主な事業
　資本的支出の建設改良で配水施設整備費として配
水管の更新等

（賛成多数可決）

水道事業会計

後期高齢者医療特別会計

農業集落排水事業特別会計
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平 度成 年２４

水道事業会計　（第２号）一般会計　（第４号）

収益的収入及び支出

　収益的収入は　３９万円の減額で合計７億６，３０４万円
　収益的支出は１０５万円の増額で合計７億４，２１８万円
　損益勘定は１，２７５万円の純利益

資本的収入及び支出

　資本的支出は３，０００万円の減額で合計４億１，８７２
万円となり、収入額が支出額に対して不足する額３
億５，７７９万円は補填財源をもって補填する。

◎主な歳入・歳出

予算総額１７億６，８１２万円

　歳入歳出それぞれ８，０４０万円減額

予算総額２億８，４４３万円

　歳入歳出それぞれ２０３万円減額

◎主な内容
　保険給付費の支払見込み額を算定し、地域密着型
介護サービス給付費等を減額及び、施設介護サービ
ス給付費等を減額

（全員賛成可決）

◎主な歳入・歳出
　埼玉県後期高齢者医療広域連合からの算定資料及
び事務費等の見込額を算定し、総務費及び後期高齢
者医療広域連合納付金を減額

（全員賛成可決）

予算総額４６億９２７万円

　歳入歳出それぞれ７，２５３万円減額

◎主な内容
　一般被保険者及び退職被保険者等に係る保険給付
費の減額

（全員賛成可決）

◎主な内容
○川角中学校大規模改造事業
○武州長瀬駅北口周辺地区整備事業

（賛成多数可決）

　収入の部　水道管切り回し工事負担金の減
　支出の部　消費税の増・配水及び給水費の減

（全員賛成可決）

介護保険特別会計　（第２号）

後期高齢者医療特別会計　（第２号）

国民健康保険特別会計　（第３号）

予算総額１０９億９，４１５万円

　歳入歳出それぞれ５億８，５５１万円追加

繰越額１２億８，５１６万円

◎内容
○福祉会館耐震補強工事設計委託事業　１，１００万円
○橋梁長寿命化修繕計画策定委託事業　１，０４０万円
○路面性状調査委託事業　　　　　　　　１５０万円
○踏切設計委託事業　　　　　　　　　　５００万円
○町道第７号路線道路改良事業　　　　２，２２４万円
○武州長瀬駅北口周辺地区整備事業　９億７，６４７万円
○小学校トイレ改修事業　　　　　　　５，０１４万円
○川角中学校大規模改造事業　　　　２億８３９万円

繰越明許費

繰越明許費とは

　歳出予算の経費のうちその性質上または予
算成立後の事由に基づき、年度内にその支出
を終わらない見込みのある物については、予
算の定めるところにより翌年度に繰り越して
使用することができる。
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○
毛
呂
山
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

　

ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
指
定
地
域
密
着
型

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定
に

　

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
指
定
地
域
密
着
型

　

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

　

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

　

準
を
定
め
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
指
定
地
域
密
着
型

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

　

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

　

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護

　

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護

　

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

　

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を

　

定
め
る
条
例︵

全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
が
管
理
す
る
町
道

　

の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る

　

条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
武
州
長
瀬
駅
前
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
水
道
事
業
の
布
設

　

工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術

　

管
理
者
に
関
す
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
防
災
会
議
条
例
及

　

び
毛
呂
山
町
災
害
対
策
本
部

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及

　

び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
特
別
職
の
職
員
で

　

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

　

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

　

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例︵

賛
成
多
数
可
決
︶

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
災
害
派
遣
手
当
等

　

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
重
度
心
身
障
害
者

　

医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
こ
ど
も
医
療
費
支

　

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
企
業
誘
致
促
進
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
都
市
公
園
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
営
住
宅
管
理
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組

　

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

　

体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組

　

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

　

体
の
数
の
増
加
及
び
同
組
合

　

の
規
約
変
更
に
つ
い
て

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
・
越
生
町
・
鳩
山

　

町
障
害
程
度
区
分
判
定
等
審

　

査
会
の
規
約
変
更
に
つ
い
て

︵
賛
成
多
数
可
決
︶

条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど

条

例

の

制

定

条

例

の

改

正

規

約

の

変

更

武州長瀬駅前コミュニティ広場



議員名（期数順）

議 案
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○
武
州
長
瀬
駅
自
由
通
路
及
び

　
橋
上
駅
舎
整
備
工
事
の
施
行

　
に
関
す
る
基
本
協
定
の
一
部

　
を
変
更
す
る
協
定
の
締
結
に

　
つ
い
て

︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
信
頼
の
お
け
る
町
政
運
営
を

　
求
め
る
決
議
の
提
出
に
つ
い
て

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

●議案の審議結果（３月定例会） ○は賛成　×は反対　退は退席　討は討論　議は議長

毛呂山町新型インフルエンザ等対策本部条例

毛呂山町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例

毛呂山町が管理する町道の構造等の基準を定める条例

毛呂山町武州長瀬駅前コミュニティ広場条例

毛呂山町水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例

毛呂山町防災会議条例及び毛呂山町災害対策本部条例の一部を改正する条例

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

毛呂山町災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正する条例

毛呂山町重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例

毛呂山町こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例

毛呂山町企業誘致促進条例の一部を改正する条例

毛呂山町都市公園条例の一部を改正する条例

毛呂山町営住宅管理条例の一部を改正する条例

埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について

毛呂山町・越生町・鳩山町障害程度区分判定等審査会の規約変更について

平成２４年度毛呂山町一般会計補正予算（第４号）

平成２４年度毛呂山町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

平成２４年度毛呂山町水道事業会計補正予算（第２号）

平成２４年度毛呂山町介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成２４年度毛呂山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

平成２５年度毛呂山町一般会計予算

平成２５年度毛呂山町国民健康保険特別会計予算

平成２５年度毛呂山町水道事業会計予算

平成２５年度毛呂山町農業集落排水事業特別会計予算

平成２５年度毛呂山町介護保険特別会計予算

平成２５年度毛呂山町後期高齢者医療特別会計予算

町道の路線の廃止について

町道の路線の認定について

教育委員会委員の任命について

信頼のおける町政運営を求める決議の提出について

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36
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○
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議

議
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堀
江
　
快
治

岡
部
　
和
雄

長
瀬
　
　
衛

高
橋
　
達
夫

小
峰
　
明
雄

岡
野
　
　
勉

下
田
　
一
甫

藤
岡
　
健
司

宮
寺
　
征
二

村
田
忠
次
郎

千
葉
三
津
子

荒
木
か
お
る

佐
藤
　
秀
樹

弓
田
　
茂
樹

審

議

結

果

毛呂山町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準を定める条例

埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び
同組合の規約変更について

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部
を改正する条例

武州長瀬駅自由通路及び橋上駅舎整備工事の施行に関する基本協定
の一部を変更する協定の締結について

毛呂山町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例

毛呂山町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

協

定

の

変

更

発

議
工事中の武州長瀬駅橋上駅舎
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　委員会付託となった平成２５年度一般会計予算、特別会計予算、条例
などの議案審査を行いました。

《生活福祉常任委員会》《総務文教常任委員会》
　平成２５年度一般会計予算のうち、歳出の
部で、民生費、衛生費、労働費、農林水産
業費、商工費、土木費、災害復旧費。特別
会計の国民健康保険、水道事業、農業集落
排水事業、介護保険、後期高齢者医療。条
例の制定。協定の変更。町道の廃止、認定
の審査を行いました。一般会計をはじめ特
別会計予算などいずれも可決すべきものと
決しました。

問　子ども医療費窓口払い廃止後、医療費
　はどの程度伸びているのか。
答　本町では２６％の増加となっています。
　他自治体では３割から６割の増加となっ
　ているところがあります。
問　町立保育園３園から２園体制になるが、
　経費削減効果はあるのか。
答　総額で２４１万円の削減となります。ま
　た、２園体制による保育サービス低下を防
　ぐため、朝夕の時間外保育を30分づつ延
　長しています。

　平成２５年度一般会計予算のうち、歳入全
部、歳出の部で、議会費、総務費、消防費、
教育費、公債費、諸支出金、予備費。条例
の制定について慎重な審議を行いました。
一般会計などいずれも可決するものと決し
ました。

問　都市計画税について、市街化区域内の
　整備に充てるのが本来の目的と思うが、
　調整区域の公共下水道整備等が進んでい
　る中で、負担金との公平性は平等か。
答　都市計画税は都市計画法に定めた事業
　に充てることとなっております。本町に
　おいては、下水道事業に充当しておりま
　す。また、現在の下水道事業負担金と都
　市計画税を比べてみますと、整合性はと
　れていると思います。
問　町立小中学校将来構想検討委員会の狙
　いは。
答　小中学校の規模、適正配置等について
　総合的な検討を行ってゆく趣旨でありま
　す。

大類グラウンド現地視察

武州長瀬駅橋上駅舎現地視察
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岡部　和雄議員

千葉三津子議員

長瀬　　衛議員

小峰　明雄議員

荒木かおる議員

高橋　達夫議員

佐藤　秀樹議員

藤岡　健司議員

下田　一甫議員

弓田　茂樹議員

村田忠次郎議員

岡野　　勉議員

①アベノミクスの毛呂山町への
　影響
②町長の政治姿勢

①ジェネリック医薬品の取組み
②給食アレルギー対策
③選挙の投票率

①都市計画道路川越坂戸毛呂山
　線の建設促進要望と企業誘致
　活動
②体育施設指定管理者問題

①教育・子育て環境の充実
②人事管理
③観光資源
④施設の維持管理

①学校施設の防災
②救急情報医療キット
③ＡＥＤ設置場所

①町政に対するアベノミクス効
　果は
②公共下水道組合の溢水対策へ
　の町の姿勢は

①今年度の主な事業
②企業誘致の推進
③学校教育向上に向けて
④毛呂山環境整備
⑤もろバスの運用

①生活保護の切り下げによる影
　響
②大気汚染
③国の補正予算の活用
④いじめ、不登校、体罰

①町の観光に対する取組み

①排水路整備事業
②指定管理者
③川角中学校

①飯能寄居線バイパスの活用

①生活保護の現状と制度の充実
②教育委員会の現状と課題、傍
　聴

質問議員と質問事項

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。

※内容については、各人の原稿をもとに、質問順で掲載いたしま
　した。質問順は抽選により決定されます。

いっぱん質問
町道の路線の廃止

町道の路線の認定

大字長瀬、葛貫地内

大字長瀬、葛貫地内

大字滝ノ入地内

大字市場地内

6075

3672

3673

3700

3721

3666

3722

3724

3739

3754

3755
3756

3766

3780

3791

3796

3797

3761

3990

3988

3986

3987
3984

3982

3983

3980

3979

3978

3977

3971

3975

39743973

3972

3976

3981

3985

3989
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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
影
響
。

　
　
　
　
　

武
州
長
瀬
駅
北
口
周
辺

　
　
　

地
区
整
備
や
小
学
校
ト
イ
レ

　
　
　

改
修
事
業
等
の
財
源
確
保
を

　
　
　

す
る
。
今
回
の
財
政
出
動
が

　
　
　

公
共
事
業
中
心
の
為
早
期
に

　
　
　

町
内
商
工
業
の
活
性
化
に
繋

　
　
　

が
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
。

　
　

物
品
の
購
入
か
ら
公
共
事
業
全

て
町
の
仕
事
は
町
内
業
者
に
発
注
し
、

町
内
の
景
気
回
復
を
図
る
よ
う
あ
ら

ゆ
る
方
法
を
検
討
す
る
べ
き
だ
。

　
　

経
営
診
断
の
基
準
を
改
め
た
り
、

分
離
発
注
、
下
請
け
企
業
の
地
元
業

者
の
活
用
な
ど
行
政
と
し
て
も
今
後

調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

　
　

各
自
治
体
で
企
業
誘
致
が
進
ん

で
い
る
。
毛
呂
山
町
の
特
性
に
あ
っ

た
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
べ
き
だ
。

　
　

旭
台
地
区
へ
果
物
の
海
外
進
出

の
プ
ラ
ン
ト
工
業
が
来
る
予
定
で
す
。

　
　

農
業
系
の
企
業
で
地
元
の
雇
用

は
あ
る
の
か
。

　
　

町
内
の
方
々
の
雇
用
は
未
定
。

　
指
定
管
理
の
事
件
に
つ
い
て

　
　

昨
年
か
ら
当
該
指
定
管
理
者
か

ら
一
業
者
へ
の
過
重
発
注
の
報
告
を

受
け
て
い
た
町
長
が
そ
の
時
に
是
正

す
る
様
に
指
導
し
て
お
け
ば
今
回
の

事
件
は
未
然
に
防
げ
た
。
約
４０
年
町

の
体
育
行
政
に
貢
献
し
て
き
た
体
協

に
対
し
て
事
件
の
全
容
究
明
を
早
急

に
求
め
る
べ
き
だ
。
議
決
し
た
議
会

に
対
し
て
謝
罪
と
自
ら
の
厳
し
い
反

省
を
求
め
る
。

　
　

１
月
の
全
協
に
お
い
て
経
過
説

明
を
す
る
。
結
果
と
し
て
は
、
体
育

協
会
か
ら
次
期
指
定
管
理
者
を
辞
退

す
る
意
を
受
け
入
れ
る
。
総
合
的
な

判
断
と
し
て
妥
当
な
も
の
だ
。
去
年

の
５
月
に
前
期
の
報
告
、
町
レ
ク
の

頃
に
片
寄
っ
た
発
注
の
話
し
を
聞
く
。

町
の
弁
護
士
は
私
の
責
任
は
な
い
と

言
う
。
４
月
よ
り
町
直
営
に
す
る
。

　
　

今
事
件
中
に
後
援
会
の
町
政
報

告
会
の
開
催
は
議
会
の
信
頼
を
失
う
。

　
　

後
援
会
の
人
と
相
談
し
て
決
め

た
こ
と
だ
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
取
り
組
み

　
　

医
師
が
処
方
し
て
く
れ
る
薬
は

健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
の
で
一
割

〜
三
割
支
払
え
ば
済
む
が
服
用
が
長

く
な
れ
ば
家
計
に
響
く
。
薬
の
処
方

の
際
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選

択
で
き
る
が
、
町
の
取
り
組
み
は
。

　
　

国
保
加
入
者
に
保
険
証
を
送
付

す
る
際
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望
カ
ー

ド
を
添
え
て
あ
り
、
窓
口
で
も
配
布

を
行
っ
て
い
る
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
は

広
報
へ
の
掲
載
も
行
う
。

　
　

レ
セ
プ
ト
診
療
報
酬
明
細
書
を

も
と
に
毛
呂
山
町
で
も
差
額
通
知
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

　
　

平
成
２４
年
度
か
ら
作
成
が
可
能

に
な
っ
た
の
で
町
と
し
て
も
今
後
関

係
機
関
等
の
協
議
を
経
た
う
え
で
検

討
し
て
参
り
た
い
。

　
給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

　
　

府
中
市
の
小
学
校
で
給
食
を
食

べ
た
児
童
が
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
伴

う
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の

疑
い
で
亡
く
な
っ
た
問
題
を
受
け
、

給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
が
問
わ
れ

て
い
る
が
、
町
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

毎
年
四
月
に
全
児
童
生
徒
の
保

護
者
を
対
象
に
通
知
を
行
い
、
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
を
有
し
、
配
慮
・
管
理

が
必
要
な
児
童
生
徒
の
把
握
に
努
め

て
い
る
。　

　
　

自
己
注
射
エ
ピ
ペ
ン
に
対
す
る

認
識
又
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
　

エ
ピ
ペ
ン
の
処
方
を
受
け
て
い

る
児
童
生
徒
が
い
る
場
合
に
は
教
職

全
員
が
適
切
に
対
応
が
図
れ
る
よ
う

支
援
し
て
参
り
た
い
。

　
投
票
率
向
上
の
取
り
組
み

　
　

期
日
前
投
票
を
行
う
人
が
増
加

傾
向
に
あ
る
と
聞
く
が
、
取
組
み
の

一
つ
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
宣
誓

書
用
紙
を
掲
載
し
投
票
所
に
持
参
出

来
る
方
法
又
は
、
入
場
券
の
裏
面
に

印
刷
す
る
方
法
は
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
実
現

に
向
け
努
力
す
る
。

体
協
の
事
件

　
未
然
に
防
げ
た
の
は
町
長
だ

去
年
か
ら
報
告
は
受
け
て
い
た

岡
部
　
和
雄
　
議
員

答

答

問

問

答

答答

答 問問問

問

４月より町直営の体育施設

期
日
前
投
票
の
宣
誓
書
用
紙
を
　

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
早
期
記
載
を

実
現
に
向
け
て
努
力
す
る

千
葉
　
三
津
子
　
議
員

答

答 答

問

問

問

答答 問問

宣誓書をホームページに早期掲載を！
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企
業
誘
致
に
は
ア
ク
セ

　
　
　

ス
道
路
整
備
が
不
可
欠
で
川

　
　
　

越
坂
戸
毛
呂
山
線
の
早
期
整

　
　
　

備
が
最
大
の
課
題
。
１
月
の

　
　
　

県
当
局
へ
の
要
望
活
動
の
成

　
　
　

果
は
。
ま
た
、
企
業
誘
致
活

　
　
　

動
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

県
の
道
路
財
源
は
ピ
ー

　
　
　

ク
の
３
割
に
縮
小
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
具
体
的
な
回
答
は
な

か
っ
た
。
地
域
経
済
の
発
展
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
重
要
な
路
線
な
の
で

引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
。
企
業

進
出
で
は
幾
つ
か
話
が
あ
っ
た
が
、

進
展
し
な
か
っ
た
。
県
の
紹
介
な
の

で
明
確
な
理
由
が
確
認
で
き
ず
、
課

題
の
分
析
も
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
体
育
施
設
指
定
管
理
者
問
題
！

　
　

指
定
管
理
制
度
の
大
き
な
意
義

は
、
直
営
時
よ
り
経
費
削
減
と
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
で
あ
る
。
体
育
協
会
に

は
指
定
管
理
者
と
し
て
の
自
覚
、
責

任
感
が
な
く
そ
も
そ
も
不
適
格
で
あ
っ

た
。
２３
年
度
以
降
、
草
刈
業
務
等
の

驚
愕
的
支
出
は
異
常
で
あ
り
、
辞
退

願
い
は
当
然
で
あ
る
。
利
用
者
数
、

利
用
料
収
入
と
も
一
度
も
直
営
時
を

上
回
っ
て
い
な
い
。

　
　

予
算
に
基
づ
い
て
発
注
が
行
わ

れ
る
べ
き
で
管
理
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
組
織
と
し
て

問
題
が
あ
っ
た
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
Ｃ
は
法
で
守
ら

れ
、
高
年
齢
者
の
就
業
機
会
確
保
等
、

福
祉
増
進
を
図
る
為
の
組
織
で
あ
り
、

町
も
雇
用
機
会
の
確
保
な
ど
責
務
を

負
っ
て
い
る
。
守
る
べ
き
町
長
が
草

刈
業
務
等
を
シ
ル
バ
ー
人
材
Ｃ
か
ら

外
し
た
こ
と
を
知
り
な
が
ら
黙
認
し

た
姿
勢
は
信
じ
が
た
く
、
冷
た
い
行

政
だ
。
２３
年
度
の
収
支
報
告
に
対
し

て
、
協
定
書
に
規
定
さ
れ
て
い
る
監

督
責
任
を
怠
り
、
２４
年
度
さ
ら
に
超

過
支
出
を
助
長
し
、
結
果
的
に
町
民

に
多
大
な
損
失
を
与
え
た
責
任
は
重

い
。

　
　

基
本
協
定
に
違
反
し
て
い
な
い

か
と
い
う
と
ご
指
摘
の
通
り
だ
。
町

を
代
表
し
、
町
民
に
深
く
お
詫
び
す

る
。

　
　

今
回
で
連
続
７０
回
目
の
一
般
質

問
と
な
り
ま
す
が
、
私
の
政
治
的
姿

勢
と
し
て
教
育
環
境
の
向
上
や
子
育

て
支
援
の
重
要
性
に
つ
い
て
一
貫
し

て
提
言
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
教

育
長
の
目
指
す
毛
呂
山
の
教
育
は
。

　
　

郷
土
愛
に
満
ち
た
、
活
力
あ
る

子
ど
も
達
を
育
成
・
児
童
生
徒
、
保

護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
教
職
員
の
育

成
・
教
室
へ
の
空
調
設
備
設
置
工
事

等
を
計
画
的
に
整
備
に
努
め
て
参
り

た
い
・
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携

し
た
教
育
の
取
り
組
み
が
、
よ
り
充

実
す
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
　

２４
年
度
教
育
費
の
内
小
学
校
費
、

中
学
校
費
の
予
算
執
行
の
成
果
は
。

　
　

学
力
向
上
支
援
員
の
授
業
へ
の

参
加
で
、
児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
か

な
指
導
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
新
体

力
テ
ス
ト
で
は
県
内
で
上
位
に
位
置

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毛
呂
山
小
・

川
角
小
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
、
特
別

支
援
学
級
用
空
調
設
備
設
置
工
事
等

を
予
定
通
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

２４
年
度
の
予
算
執
行
、
子
育
て

支
援
の
成
果
は
。

　
　

こ
ど
も
医
療
費
支
給
事
業
の
窓

口
払
い
の
廃
止
。
新
保
育
園
建
設
事

業
が
３
月
下
旬
で
完
成
。
４
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は
個
別
で
対

応
。
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
等
の
任
意
予
防

接
種
に
全
額
助
成
を
行
っ
た
。

　
　

定
員
の
配
置
を
行
う
組
織

管
理
の
現
状
と
課
題
は
。

　
　

各
課
の
状
況
に
合
っ
た
人

事
配
置
が
で
き
て
い
る
と
考
え

る
。
人
材
育
成
が
重
要
課
題
。

　
　

観
光
資
源
を
活
用
し
た
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
の
取

り
組
み
は
。
石
尊
山
を
眺
望
や

遊
歩
道
を
含
め
た
観
光
資
源
に
。

　
　

総
合
公
園
流
水
プ
ー
ル
に

花
蓮
を
拡
大
し
提
供
し
た
い
。

　
　

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
ご
見
解
は
。

　
　

公
共
施
設
の
維
持
管
理
と

事
業
運
営
が
、
効
率
的
に
機
能

し
あ
う
体
制
づ
く
り
が
必
要
。

ア
ク
セ
ス
道
路
と
企
業
誘
致
！

進
展
せ
ず
、

　
課
題
分
析
も
で
き
な
い
状
況
！

長
瀬
　
衛
　
議
員

答 問

答

答 問問

課題多い東部の企業誘致エリア〈市場地内〉

石
尊
山
を
新
た
な
観
光
資
源
に

関
係
機
関
等
と
協
議
し

　
　
　
　
活
用
方
法
等
を
研
究

小
峰
　
明
雄
　
議
員

答

答 答

問

問

問

答答答 問問問

東京スカイツリーも眺めることができる石尊山
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学
校
施
設
は
児
童
生
徒

　
　
　

の
学
習
の
場
で
あ
る
と
と
も

　
　
　

に
災
害
時
の
町
民
の
避
難
場

　
　
　

所
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
。

　
　
　

平
成
２５
年
度
予
算
で
の
本
町

　
　
　

小
中
学
校
の
非
構
造
部
材
、

　
　
　

窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策
の

　
　
　

取
り
組
み
は
。

　
　

学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の
耐

震
化
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
担

当
課
及
び
各
学
校
が
連
携
を
図
り
定

期
的
な
点
検
を
行
い
、
緊
急
性
の
あ

る
も
の
に
つ
い
て
は
随
時
改
善
を
し

て
参
り
ま
す
。

　
　

国
で
は
平
成
２４
年
度
補
正
予
算

で
、
公
立
学
校
の
老
朽
化
対
策
や
非

構
造
部
材
の
耐
震
対
策
に
お
け
る
予

算
と
し
て
１
８
８
４
億
円
が
計
上
さ

れ
、
事
業
計
画
の
前
倒
し
が
期
待
さ

れ
る
。
国
の
補
正
を
利
用
し
た
本
町

で
の
前
倒
し
の
事
業
計
画
は
。

　
　

２４
年
度
補
正
で
ト
イ
レ
改
修
と

川
中
の
大
規
模
改
修
工
事
を
前
倒
し

し
て
行
う
。
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
は

時
間
的
に
余
裕
が
無
く
、
十
分
な
設

計
が
出
来
な
か
っ
た
。
今
後
は
国
の

補
正
を
見
越
し
た
早
期
な
設
計
を
し

て
参
り
ま
す
。

　
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
用
年
数
は

５０
年
と
言
わ
れ
る
が
、
今
後
の
少
子

化
に
供
う
児
童
生
徒
の
減
少
、
学
校

老
朽
化
に
対
す
る
町
の
お
考
え
は
。

　
　

学
校
の
果
た
す
役
割
を
総
合
的

に
検
討
す
る
観
点
か
ら
、
来
年
度
、

「
（
仮
称
）
毛
呂
山
町
小
中
学
校
の

将
来
構
想
の
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
る
予
定
。
中
長
期
的
な
問
題
を

含
め
、
広
く
町
民
の
方
か
ら
意
見
を

伺
い
論
議
を
進
め
て
参
り
た
い
。

　
　

災
害
時
の
停
電
に
備
え
、
小
中

学
校
に
は
自
家
発
電
設
備
は
あ
る
か
。

　
　

現
在
は
未
設
置
。
東
日
本
大
震

災
で
は
自
家
発
電
装
置
が
整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、
避
難
運
営
に
支
障
が
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、

来
年
度
作
成
予
定
の
「
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
中
で
検
討
を
加
え

て
参
り
ま
す
。

　
　

昨
年
末
安
倍
政
権
が
誕
生
し
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
う
３
本
の
矢
に

よ
る
デ
フ
レ
脱
却
政
策
の
ア
ナ
ウ
ス

効
果
で
、
急
激
に
円
安
が
進
み
、
景

気
回
復
の
兆
し
も
あ
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
町
に
は
そ
の
よ
う
な
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
効
果
は
本
年
度
期
待
で
き

る
の
か
。

　
　

国
の
大
型
補
正
予
算
に
よ
り
町

に
と
っ
て
財
政
的
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
が
、
地
域
経
済
の
発
展
や
回
復
と

い
っ
た
実
態
的
な
経
済
効
果
に
つ
い

て
は
見
え
て
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

国
は
平
成
１２
年
度
補
正
予
算
と

１３
年
度
当
初
予
算
の
１５
ヵ
月
予
算
に

よ
り
公
共
事
業
を
大
幅
に
増
や
す
と

い
っ
て
い
る
が
、
町
が
施
行
す
る
事

業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

町
が
予
定
し
て
い
る
事
業
は
武

州
長
瀬
駅
北
口
事
業
、
小
学
校
ト
イ

レ
改
修
事
業
、
福
祉
会
館
耐
震
補
強

工
事
設
計
委
託
事
業
、
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
策
定
委
託
事
業
路
面
性

状
調
査
委
託
事
業
で
あ
る
。

　
　

そ
の
よ
う
な
公
共
事
業
の
大
幅

増
に
よ
る
町
へ
の
経
済
的
効
果
は
。

　
　

入
札
の
結
果
、
町
の
業
者
が
請

負
え
ば
本
町
に
も
大
き
な
経
済
的
効

果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

建
設
業
だ
け
で
な
く
、
町
の
商

工
農
業
に
も
期
待
さ
れ
る
経
済
的
効

果
は
あ
る
の
か
。

　
　

今
度
の
経
済
対
策
は
公
共
事
業

が
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
で
町
の
商

工
農
業
に
期
待
さ
れ
る
経
済
効
果
は

少
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。

公
共
下
水
道
組
合
の
溢
水
事
故
対
策

に
取
り
組
む
町
の
姿
勢
は

　
　

平
成
１８
年
に
発
生
し
た
公
共
下

水
道
組
合
溢
水
事
故
の
対
策
は
手
が

つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
は
。

　
　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
下
水
管
の

更
正
等
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
三
町

の
協
議
が
整
っ
て
な
い
た
め
で
あ
る
。

　
　

鳩
山
町
に
は
組
合
と
の
協
定
書

第
６
条
の
遵
守
を
お
願
い
す
べ
き
だ
。

　
　

今
後
町
負
担
に
つ
い
て
は
協
定

書
の
通
り
鳩
山
町
と
交
渉
し
て
行
く
。

少
子
化
・
学
校
の
老
朽
化
に

　
　
　
　
対
し
今
後
の
考
え
は

荒
木
　
か
お
る
　
議
員

答

問

問

答

答答

問

問

老朽化が進む学校施設

本
町
に
お
け
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

　
　
　
　
効
果
は
期
待
で
き
る
か

高
橋
　
達
夫
　
議
員

答

答 答

問

問

問問

答答 答 問問

本年度の補正予算で行われる福祉会館耐震設計工事

小
中
学
校
の
将
来
構
想
の

　
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る

国
の
大
型
補
正
予
算
に
よ
る

　
町
へ
の
財
政
的
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
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今
年
度
の
主
な
事
業

　
　
　
　
　

広
報
も
ろ
や
ま
１
月
号

　
　
　

に
今
年
の
主
な
事
業
４
項
目

　
　
　

が
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
具

　
　
　

体
的
な
内
容
は
。

　
　
　
　
　

「
道
路
整
備
事
業
」
都

　
　
　

市
計
画
道
路
「
川
越
坂
戸
毛

　
　
　

呂
山
線
」
は
、
地
元
県
議
や

町
議
会
議
員
の
協
力
を
賜
り
な
が
ら

一
日
も
早
い
事
業
着
手
に
向
け
て
さ

ら
に
積
極
的
に
根
強
く
要
望
活
動
を

実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
日
化
団

地
北
側
の
踏
切
設
計
に
向
け
て
東
武

鉄
道
に
協
議
書
を
提
出
致
し
ま
す
。

　
　

川
角
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、

３
大
学
１
高
校
と
そ
し
て
地
域
の
方

々
と
考
え
方
を
一
つ
に
し
て
環
境
整

備
が
整
え
ば
、
も
う
一
度
学
園
都
市

を
作
る
事
も
可
能
と
思
う
。
そ
の
調

整
役
・
推
進
役
が
行
政
と
思
う
が
。

　
　

調
整
し
、
将
来
あ
る
べ
き
姿
、

方
向
性
を
出
す
こ
と
が
、
町
の
役
割

で
あ
り
、
使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
向
上
に
向
け
て

　
　

長
期
欠
席
生
徒
が
増
加
し
て
い

る
原
因
と
し
て
子
供
達
一
人
一
人
の

悩
み
を
受
け
入
れ
る
環
境
が
重
要
と

思
う
が
如
何
か
。

　
　

不
登
校
対
策
相
談
員
等
の
人
的

配
置
に
よ
る
支
援
等
を
行
っ
て
お
り
、

解
消
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
　

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
当
町
で
も
導
入
し
、
地
域

大
学
の
若
い
力
を
活
用
し
更
な
る
人

的
活
用
を
図
り
子
供
の
悩
み
や
不
安

を
解
消
す
る
こ
と
が
大
事
と
思
う
が
。

　
　

有
効
な
手
段
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
も
ろ
バ
ス
の
運
用
に
つ
い
て

　
　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
住
民

の
意
見
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
が
全
住
民
の
意
見

が
届
く
よ
う
に
実
施
し
て
ほ
し
い
が

具
体
的
に
ど
の
様
に
実
施
す
る
の
か
。

　
　

交
通
弱
者
の
方
を
支
援
す
る
事

が
目
的
で
あ
る
の
で
、
声
が
届
く
様

努
力
致
し
ま
す
。

　
　

国
の
補
正
予
算
案
に
自
治
体
が

管
理
す
る
道
路
を
対
象
に
、
点
検
や

修
繕
に
補
助
金
を
設
け
て
い
く
と
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
ど
う
す
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
補
助
金
等
は
あ

り
ま
す
か
。

　
　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
伴

う
橋
梁
点
検
並
び
に
町
内
全
般
の
主

要
町
道
を
対
象
に
路
面
性
状
調
査
や

ウ
イ
ズ
も
ろ
や
ま
（
福
祉
会
館
）
の

耐
震
補
強
工
事
設
計
業
務
委
託
を
補

正
予
算
に
計
上
し
た
。

生
活
保
護
の
切
り
下
げ
に
よ
る
影
響

　
　

生
活
保
護
受
給
者
世
帯
の
増
加

に
つ
い
て
、
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　

長
引
く
不
況
や
非
正
規
雇
用
の

増
大
な
ど
に
よ
る
雇
用
状
況
の
不
安

定
は
、
生
活
保
護
受
給
者
の
増
加
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
、
稼

働
能
力
の
あ
る
若
い
年
代
の
相
談
や

申
請
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
実
施
機
関
で
あ
る
県

の
福
祉
事
務
所
で
は
、
自
立
に
向
け

て
の
就
労
支
援
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
就
労
支
援
員
の
不
足
や
安
定
し

た
雇
用
先
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
長
期
に
わ
た
り
生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
者
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
に
つ
い
て

　
　

い
じ
め
を
受
け
ず
、
差
別
さ
れ

ず
、
地
域
、
学
校
で
仲
良
く
集
団
生

活
が
で
き
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

い
じ
め
や
不
登
校
が
あ
り
ま
す
。

原
因
と
対
策
を
伺
い
ま
す
。

　
　

い
じ
め
の
実
態
把
握
と
し
て
、

町
内
全
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
及

び
保
護
者
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員

は
授
業
で
の
個
々
の
児
童
生
徒
の
観

察
や
休
み
時
間
で
の
子
ど
も
達
と
の

ふ
れ
あ
い
、
生
活
記
録
ノ
ー
ト
な
ど

様
々
な
場
面
を
と
ら
え
て
、
小
さ
な

変
化
を
見
逃
さ
ず
、
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
、
組
織
的
に
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
、
各
中
学
校
へ
相
談

員
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に
専
任
相
談
員

を
配
置
し
、
児
童
生
徒
及
び
保
護
者

の
電
話
や
来
所
の
相
談
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

も
ろ
バ
ス
は
利
用
者
の

　
　
立
場
に
立
ち
協
議
を
！！

佐
藤
　
秀
樹
　
議
員

答 問

問

答

答答

答 問問

問

もっと利便性を高めよう！

国
の
補
正
予
算
の
中
に
点
検
や
修
繕
に
　

　
　
　
補
助
金
を
設
け
て
い
く
と
あ
る
が

藤
岡
　
健
司
　
議
員

答

答

問

問

問

答

橋や町道を調査します

交
通
弱
者
の
方
を

　
　
　
優
先
に
検
討
致
し
ま
す

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定

　
町
道
の
路
面
性
状
調
査
な
ど
補
正
に
計
上



−　１４　−

　
　
　

　
　
　
　

町
の
観
光
計
画
が
平
成
２４

　
　
　

年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
。
町

　
　
　

の
観
光
で
年
間
を
通
し
て
売

　
　
　

り
物
に
出
来
る
の
は
何
と
言

　
　
　

っ
て
も
緑
豊
か
な
自
然
と
考

　
　
　

え
ら
れ
受
入
れ
体
制
如
何
に

　
　
　

よ
り
重
要
な
観
光
資
源
と
し

　
　
　

て
定
着
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
取
り
組
み
姿
勢
に
つ
い
て
問
う
。

　
山
林
内
の
道
標

　
　

昨
今
山
林
内
に
は
有
効
な
道
標

は
殆
ど
無
く
、
あ
っ
て
も
記
載
文
字

な
ど
は
判
読
す
ら
難
し
い
状
況
と
腐

蝕
し
て
倒
れ
徒
有
り
状
態
の
も
の
等

道
標
の
問
題
は
多
々
あ
る
。
ど
う
取

組
む
か
。

　
　

実
際
に
山
に
入
り
細
部
調
査
す

る
と
共
に
意
見
を
聞
き
な
が
ら
標
識

等
の
関
係
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
秋
口
頃

か
ら
順
次
付
け
た
い
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
道
の
安
全
対
策

　
　

ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
危
険
な
場
所

も
あ
る
が
安
全
に
通
行
出
来
る
取
組

み
は
。

　
　

ロ
ー
プ
の
設
置
、
安
全
誘
導
を

図
る
た
め
の
表
記
を
若
干
し
た
が
引

き
続
き
注
視
し
て
い
く
。

　
ト
イ
レ
対
策

　
　

観
光
条
件
に
ト
イ
レ
は
必
須
条

件
と
思
う
が
そ
の
取
組
み
は
。

　
　

用
地
、
水
道
施
設
、
管
理
等
を

考
慮
し
、
研
究
、
検
討
す
る
。

　
四
季
彩
の
丘
公
園
管
理

　
　

公
園
内
遊
歩
道
に
一
部
崩
落
箇

所
と
四
阿
に
損
傷
等
あ
る
が
、
観
光

資
源
の
徒
有
り
状
況
の
こ
の
公
園
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

適
宣
必
要
な
修
繕
等
を
行
な
い

更
な
る
維
持
管
理
に
努
め
る
。

　
自
然
の
活
用

　
　

山
林
内
に
は
自
然
水
の
取
水
可

能
な
所
も
あ
る
が
観
光
資
源
と
し
て

活
用
出
来
な
い
か
。

　
　

水
質
等
の
問
題
を
踏
ま
え
検
討
。

　
　

武
州
長
瀬
駅
前
の
町
の
案
内
図

が
風
化
し
何
か
分
か
ら
な
い
が
。

　
　

２５
年
度
予
算
で
修
繕
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
　

現
在
、
生
活
環
境
整
備
と
し
て

下
水
道
整
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る

が
、
未
だ
蓋
の
な
い
大
型
排
水
路
の

清
掃
方
法
及
び
、
環
境
整
備
に
向
け

た
今
後
の
対
処
の
考
え
は
。

　
　

現
在
、
団
地
以
外
も
含
め
、
地

域
活
動
の
な
か
で
清
掃
活
動
を
行
っ

て
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域

の
要
望
を
受
け
、
地
域
対
応
が
困
難

で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
そ

の
都
度
、
町
対
応
で
処
理
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

一
般
社
団
法
人
毛
呂
山
町
体
育

協
会
の
予
算
執
行
問
題
が
新
聞
各
紙

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
協
会

の
内
部
調
査
報
告
を
ご
覧
に
な
り
ど

の
よ
う
な
考
え
を
も
た
れ
た
の
か
。

　
　

過
発
注
と
な
っ
た
平
成
２４
年
度

の
そ
の
他
業
務
委
託
に
つ
い
て
、「
発

注
さ
れ
た
事
業
は
、
す
べ
て
完
了
し

て
い
る
」
と
の
報
告
が
さ
れ
て
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
と
な

り
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

い
わ
ゆ
る
空
発
注
や
業
者
か
ら

の
見
返
り
等
の
報
告
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　

そ
う
い
っ
た
報
告
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
　

今
、
川
角
中
学
校
の
行
事
で
あ

る
修
学
旅
行
の
新
幹
線
内
の
ご
み
と

し
て
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
報
道
各
社
に

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

事
実
経
過
を
伺
い
ま
す
。

　
　

川
角
中
学
校
が
利
用
し
た

新
幹
線
車
両
の
清
掃
担
当
者
よ

り
「
ご
み
が
一
つ
も
な
く
、
大

変
き
れ
い
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
感
激
し
ま
し
た
」
と
い
う

手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
当
た
り
前
の
行
動
が
全
国
に

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
現

在
、
生
徒
た
ち
は
、
自
分
達
の

行
っ
た
行
動
が
全
国
の
方
に
認

め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
、
自

信
と
誇
り
を
も
っ
て
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
次

代
を
担
う
活
力
の
あ
る
子
供
達

の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
ず
ま
や

か
ら
は
っ
ち
ゅ
う

た
だ　
あ

た
だ　
あ

観
光
に
対
す
る
取
り
組
み

観
光
計
画
指
針
に
よ
り
進
め
る

下
田
　
一
甫
　
議
員

問

答

答答

答 問答 問

問答 問 問

文字がわからない道標

﹁
空
発
注
﹂
等
の

　
　
報
告
は
あ
っ
た
の
か
？

そ
の
よ
う
な
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん

弓
田
　
茂
樹
　
議
員

答

答答

問

問

問 問

答

川角中学校の行動に全国が感動！
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新
飯
能
寄
居
線
バ
イ
パ
ス

　
　
　

が
完
成
し
て
一
年
余
が
経
過

　
　
　

し
、
一
日
に
一
万
四
千
台
も

　
　
　

の
車
両
が
通
過
す
る
。
こ
の

　
　
　

バ
イ
パ
ス
を
活
用
す
る
事
が

　
　
　

町
民
、
土
地
提
供
者
、
埼
玉

　
　
　

県
の
期
待
に
応
え
る
事
と
思

　
　
　

い
ま
す
。

　
　

南
部
地
区
の
発
展
に
向
け
て
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　

具
体
的
に
は
、
活
性
化
エ
リ
ア

を
設
定
し
、
産
業
系
の
立
地
を
可
能

に
し
た
区
域
指
定
に
よ
り
、
有
効
な

土
地
利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
　

町
の
発
展
の
為
に
は
、
税
収
増

や
、
雇
用
創
出
を
願
う
が
、
町
長
は

ど
ん
な
企
業
の
誘
致
を
お
考
え
か
。

　
　

南
部
は
、
日
高
市
方
面
か
ら
毛

呂
山
町
に
入
る
玄
関
口
で
す
。
「
い

い
町
だ
な
あ
」
と
感
じ
る
よ
う
な
企

業
を
誘
致
し
た
い
。
物
流
系
だ
け
で

は
足
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
町
民
と
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

南
部
の
企
業
誘
致
予
定
地
の
内

容
変
更
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

平
成
２１
年
の
区
域
指
定
当
初
は

「
工
業
施
設
の
み
」
で
あ
り
、
そ
の

後
、
企
業
の
進
出
形
態
は
複
合
形
態

が
多
く
な
っ
た
。
埼
玉
県
と
同
様
に

毛
呂
山
町
で
も
「
流
通
及
び
工
業
」

に
変
更
し
ま
し
た
。

　
　

総
合
振
興
計
画
に
あ
る「
商
業
」

は
生
き
て
い
ま
す
か
。

　
　

構
想
に
は
あ
り
ま
す
の
で
、
商

業
施
設
の
誘
致
も
可
能
で
す
。
な
お

２３
年
度
よ
り
、
指
定
区
域
の
変
更
権

限
は
町
に
委
譲
さ
れ
、
町
長
が
権
限

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
　

新
飯
能
寄
居
線
バ
イ
パ
ス
か
ら

観
光
地
、
総
合
公
園
へ
の
道
路
接
続

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

バ
イ
パ
ス
か
ら
観
光
地
や
総
合

公
園
へ
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
道
路

整
備
は
必
要
と
認
識
。
指
摘
の
接
続

計
画
は
次
年
度
か
ら
予
定
し
て
い
る

道
路
計
画
策
定
の
中
で
、
整
備
時
期

や
方
法
を
精
査
検
討
し
ま
す
。

　
　

本
町
の
教
育
委
員
会
は
「
閉
鎖

的
で
な
く
、
顔
の
見
え
る
教
育
委
員

会
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
こ

れ
が
町
民
の
願
い
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
毎
月
の
教
育
委
員
会
の
開
催
は

ど
う
町
民
に
知
ら
せ
て
い
る
か
。

　
　

定
例
会
・
臨
時
会
と
も
会
議
開

催
日
３
日
前
に
町
の
掲
示
場
（
正
面

玄
関
前
の
ケ
ー
ス
）
に
、
そ
の
旨
を

告
示
し
て
い
る
。

　
　

開
催
日
程
を
知
る
に
は
役
場
に

来
る
か
、
教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ

せ
る
し
か
な
い
。
非
常
に
不
便
で
あ

り
、
不
合
理
だ
。
定
例
教
育
委
員
会

の
開
催
を
毎
月
の「
も
ろ
や
ま
広
報
」、

あ
る
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
で

き
な
い
か
。

　
　

開
か
れ
た
教
育
委
員
会
に
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
で
き
る
だ

け
会
議
を
公
開
し
、
告
示
も
分
か
り

や
す
く
す
る
た
め
、
充
分
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

な
ぜ
、傍
聴
を
許
可
し
な
か
っ
た
の
か

　
　

今
年
２
月
１５
日
の
定
例
教
育
委

員
会
は
、
な
ぜ
傍
聴
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
議
案
に
対
し

傍
聴
が
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
た
。

　
　

人
事
案
件
が
含
ま
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
慎
重
に
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

私
は
「
傍
聴
」
が
当
町
の
信
頼

あ
る
町
づ
く
り
、
民
主
主
義
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
し
て
重
要
だ
か
ら

質
問
し
て
い
る
。

　

課
長
、
副
課
長
と
も
「
傍
聴

で
き
な
い
」
理
由
と
し
て
は
、

「
傍
聴
席
が
無
い
」
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
。
今
ま
で
は
傍
聴
の

申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
ど
う
し

て
き
た
の
か
、
疑
問
を
感
じ
て

し
ま
う
。

　
　

今
回
の
対
応
に
関
し
て
は

充
分
反
省
し
て
い
る
。
な
お
、

来
年
度
４
月
１
日
か
ら
新
し
い

「
教
育
委
員
会
規
則
」
が
施
行

さ
れ
傍
聴
の
規
定
な
ど
明
確
化

さ
れ
る
の
で
、
今
回
の
様
な
事

が
無
い
よ
う
充
分
対
応
し
た
い
。

バ
イ
パ
ス
の

　
　
活
用
か
ら
町
の
発
展
を
　

村
田
　
忠
次
郎
　
議
員

答 問問

答

答答

答 問

問 問

大発展の可能性を秘めたバイパス道路

な
ぜ
！
教
育
委
員
会
の

﹁
傍
聴
﹂を
認
め
な
か
っ
た
の
か
！

岡
野
　
勉
　
議
員

答

答 答

問

問

問問

答

役場玄関にある（掲示場）「定例教育委員会」告示！
「これ何？　非常に分かりにくい！」

﹁
傍
聴
﹂
を
新
規
則
に

　
　
　
　
　
明
確
化
し
て
い
く

南
部
は
町
の
玄
関

　
　
い
い
町
と
感
じ
る
よ
う
に
し
た
い
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表

彰

平
成
２４
年
度

　

埼
玉
県
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
者

︵
議
長
と
し
て
在
職
３
年
以
上
︶

　
　
　
毛
呂
山
町
岩
井
西

　
　
　
　
　
昭
和
２０
年
８
月
生

堀
江　

快
治　

氏

人

事

教
育
委
員

　

︵
新　

任
︶

　
　
　
毛
呂
山
町
前
久
保
南

　
　
　
　
　
昭
和
１９
年
８
月
生

中
井　

達
夫　

氏

全
員
協
議
会

︻
１
月
３１
日
議
題
︼

１．

毛
呂
山
町
総
合
公
園
及
び

　

毛
呂
山
町
体
育
施
設
の
管
理

　

業
務
に
つ
い
て

２．

そ
の
他

︻
２
月
１４
日
議
題
︼

１．

毛
呂
山
町
総
合
公
園
及
び

　

毛
呂
山
町
体
育
施
設
の
管
理

　

業
務
に
つ
い
て

︻
２
月
２５
日
議
題
︼

１．

毛
呂
山
町
指
定
地
域
密
着

　

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指

　

定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　

条
例
に
つ
い
て

２．

毛
呂
山
町
が
管
理
す
る
町

　

道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め

　

る
条
例
に
つ
い
て

３．

毛
呂
山
町
水
道
事
業
の
布

　

設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技

　

術
管
理
者
に
関
す
る
条
例
に

　

つ
い
て

４．

毛
呂
山
町
武
州
長
瀬
駅
前

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
条
例
に

　

つ
い
て

︻
３
月
７
日
議
題
︼

１．

平
成
２４
年
度
毛
呂
山
町
一

　

般
会
計
補
正
予
算
︵
第
４
号
︶

　

の
概
要
に
つ
い
て

議会の動き

傍
聴
席

１月２０日
２３日
３１日

２月　７日
８日
１３日

１４日
１５日

１８日
２０日

２５日
３月　１日

４日
　

２１日
７日
１２日
１３日
１４日

第７９号議会だより発行
広域静苑組合議会定例会
全員協議会
坂戸地区衛生組合議会定例会
西入間広域消防組合議会定例会
入間郡町村議会議長会

（越生町役場）
全員協議会
埼玉県町村議会議長会正副議長
及び事務局長合同研修会

（県民健康センター）
埼玉西部環境保全組合議会定例会
毛呂山・越生・鳩山公共下水道
組合議会定例会
議会運営委員会・全員協議会
埼玉県町村議会議長会定期総会
及び自治功労者表彰式

（県民健康センター）

第１回（３月）定例会

全員協議会

　総務文教常任委員会
　生活福祉常任委員会

次回定例会は６月です。

３月定例会傍聴者数

〜

｝

傍聴者数（人）本会議日

３月　４日　（月）
３月　５日　（火）
３月　６日　（水）
３月　７日　（木）
３月　８日　（金）
３月２１日　（木）

５３
２３
１７
　３
　０
　２

議
会
事
務
局
人
事

異
動　

歴
史
民
俗
資
料
館
副
館
長

細
野　
　

忠

異
動　

住
民
課
主
任

田
中　

永
子

新
任　

議
会
副
局
長

横
田　

光
明

新
任　

庶
務
・
議
事
係
長

塩
野　

広
子

　

議
会
だ
よ
り
８０
号
は
、
五
月
の

風
が
か
お
る
頃
に
、
町
民
み
な
さ

ま
方
の
お
手
元
に
届
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
３
月
の
定
例
議
会
は

厳
し
い
冬
の
寒
さ
が
残
る
３
月
４

日
か
ら
始
ま
り
、
春
の
訪
れ
を
実

感
で
き
る
３
月
２１
日
に
終
了
し
ま

し
た
。
季
節
が
移
り
、
新
緑
が
目

に
鮮
や
か
で
す
。
ま
た
、
家
々
の

花
壇
も
花
ざ
か
り
で
す
。
今
回
の

議
会
だ
よ
り
は
、
議
案
が
多
数
の

た
め
通
常
よ
り
２
ペ
ー
ジ
多
い
紙

面
と
な
り
ま
し
た
。
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
を
使
い
、
親
し
み
や
す
さ
に

心
が
け
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ

り
良
い
議
会
だ
よ
り
に
す
る
た
め

編
集
委
員
一
同
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

（
藤
岡
健
司
）

委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
（
議
長
）

藤
岡
　
健
司

岡
野
　
　
勉

弓
田
　
茂
樹

佐
藤
　
秀
樹

荒
木
か
お
る

村
田
忠
次
郎

堀
江
　
快
治
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